
他
院
で
入
れ

た
ブ
リ
ッ
ジ
が

痛
く
て
咬
め
な

い
と
い
う
患
者

が
来
院
し
た
。

転
院
患
者
の
問

診
に
は
時
間
を
か
け
る
。
同
じ

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

だ
。
案
の
定
、
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ

に
は
長
い
デ
ン
タ
ル
ヒ
ス
ト
リ

ー
が
あ
っ
た
▼
20
代
で
先
欠
の

第
二
小
臼
歯
に
ブ
リ
ッ
ジ
を
勧

め
ら
れ
、
両
隣
在
歯
を
削
り
装

着
。
咬
み
や
す
く
な
ら
ず
、
審

美
的
な
不
満
も
残
っ
た
。
10
年

以
上
経
過
し
、
次
の
歯
科
医
院

で
は
ブ
リ
ッ
ジ
を
外
し
て
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
を
入
れ
る
よ
う
強
く

勧
め
ら
れ
、
不
安
に
。
別
の
歯

科
医
院
で
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

は
不
要
だ
が
ブ
リ
ッ
ジ
を
新
調

す
べ
き
と
言
わ
れ
、
治
療
を
決

意
。
乱
雑
な
治
療
で
ブ
リ
ッ
ジ

を
外
さ
れ
た
頃
か
ら
歯
が
痛
く

な
っ
た
。
先
生
が
怖
い
た
め
当

院
に
転
院
▼
患
者
は
健
全
な
エ

ナ
メ
ル
質
を
失
い
、
治
療
に
時

間
と
治
療
代
を
費
や
し
た
。
医

療
費
も
無
駄
に
な
っ
た
。
ブ
リ

ッ
ジ
を
入
れ
た
か
っ
た
歯
科
医

師
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
入
れ
た

か
っ
た
歯
科
医
師
、
ブ
リ
ッ
ジ

を
や
り
直
し
た
か
っ
た
歯
科
医

師
…
。
我
々
、
歯
科
医
師
の
裁

量
は
、
患
者
の
利
益
の
た
め
に

使
わ
れ
る
べ
き
だ
。
こ
の
日
の

夜
、
私
は
な
か
な
か
寝
付
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。  （
Ｓ
）

News　View

＜マイナ保険証＞
スマホ搭載時期を検討
「●」などトラブル対策は進展なし

２

経営・税務相談Ｑ＆Ａ
試用期間中の労務の注意点
－解雇と辞職への対応－

４ 　東京歯科保険医協会規約第８条ならびに役員選
出規定に基づき、本会役員の任期満了に伴い、役
員選挙について以下の通り、公示いたします。
１．選挙を行う日時・会場
日時：２０２５年６月15日㈰

  午後２時30分～４時15分
会場：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
　　　ホール４A

２．選挙する役職および定数
理事　22名
監事　２名
（役員選出規定第１条により２０２４年度第16回

理事会で決定）
※会長１名、副会長５名を理事より互選とす
　る。

　　［協会規約第８条の２］
３．候補者の届出・推薦の方法・締切日時
（1）役員に立候補する者は、所定の様式による

立候補届出書を５月12日㈪より５月31日㈯
（午後０時必着・選挙期日14日前）までに選
挙管理委員会（協会事務局内）に提出しな
ければならない。

　　［協会役員選出規定第３条の⑴］
（2）立候補の届出は、自薦または他薦とする。他

薦の場合は会員１名以上の推薦を必要とし、
かつ被推薦人の承諾を必要とする。

［協会役員選出規定第２条の⑴］
４．選挙の方法
（1）立候補者数が選出される役職の定数を超え

る場合は、選挙権を有する総会出席者による
選挙を行う。
［協会役員選出規定第４条の⑴］

（2）立候補者数が選出される役職の定数以内の
場合は、全員を信任選出の選挙とする。
［協会役員選出規定第４条の⑵］

５．役員の任期
２０２５年度定期総会から２０２７年度定期総
会の終了時までの２年間とする。
［協会規約第10条］　　　　　　　　　　　　　
　　　 以上

本会役員の任期満了に伴う役員選挙の公示について
東京歯科保険医協会 選挙管理委員会

「歯科医療費の総枠拡大を」
国会議員へ要請

歯科の諸課題・保険証発行終了後の問題に理解求める

物
価
高
で
国
民
の
生
活
や
歯

科
医
療
機
関
の
経
営
は
苦
し
く

な
っ
て
い
る
。
患
者
の
窓
口
負

担
軽
減
と
歯
科
医
療
費
の
総
枠

拡
大
を
求
め
、
４
月
16
日
に
早

坂
美
都
副
会
長
が
国
会
議
員
へ

要
請
を
行
い
、
健
康
保
険
証
の

発
行
終
了
後
に
起
き
て
い
る
問

題
も
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
前
厚

生
労
働
大
臣
の
武
見
敬
三
参
議

院
議
員
を
表
敬
訪
問
し
た
。

早
坂
副
会
長
は
、口
腔
が
健
康

な
患
者
の
医
療
費
や
介
護
費

は
、健
康
で
な
い
患
者
よ
り
も

低
い
と
の
調
査
結
果
を
紹
介
し

つ
つ
、高
齢
者
の
う
蝕
や
歯
周

病
の
有
病
率
は
増
加
傾
向
で
あ

る
と
説
明
。歯
科
は
医
科
よ
り

も
経
済
的
な
理
由
で
診
療
を
中

断
す
る
場
合
が
多
く
、患
者
負

担
の
軽
減
と
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
は
国
民
の
健
康
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
率
は
昨
年
12
月
２
日
の
健
康

保
険
証
の
発
行
終
了
後
も
低
調

で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
国
民

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
紛

失
な
ど
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
か
と
指
摘
。
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
医
療

機
関
の
業
務
負
担
が
増
え
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、

健
康
保
険
証
の
存
続
や
併
用
を

求
め
る
声
が
多
い
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
た
。

◆
活
発
な
意
見
交
換
を
展
開

要
請
で
は
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
協
会
の
提
案
に

対
し
て
、
国
会
議
員
か
ら
は

「
口
腔
の
健
康
が
全
身
の
健
康

に
寄
与
す
る
話
は
よ
く
聞
い
て

い
る
」「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
率
は
低
く
、
保
険
証
の
発
行

終
了
は
も
っ
と
丁
寧
に
進
め
る

べ
き
だ
っ
た
」
と
概
ね
賛
同
す

る
意
見
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、

「
医
療
職
の
人
手
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
独
居
老
人
が
激
増

す
る
。
医
療
提
供
体
制
の
維
持

に
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
健
康
管

理
が
で
き
る
仕
組
み
は
不
可

欠
」「
歯
科
予
算
の
拡
大
は
理

解
で
き
る
が
、
財
源
の
捻
出
も

重
要
。
そ
の
点
で
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
効
率
化
は
推
進
す
べ

き
」「
マ
イ
ナ
保
険
証
に
は
医

療
費
控
除
が
簡
単
に
な
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
デ
メ
リ

ッ
ト
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
で
は
な

い
か
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

協
会
は
、
国
会
議
員
や
行
政

と
の
意
見
交
換
を
通
じ
、
現
場

の
声
を
届
け
つ
つ
、
歯
科
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
う
ら
う
と
と

も
に
、
国
民
と
歯
科
医
療
機
関

を
め
ぐ
る
諸
課
題
を
解
決
す
る

べ
く
要
請
を
行
っ
て
い
く
。
引

き
続
き
、
協
会
の
諸
活
動
へ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

東京歯科保険医協会
第５３回定期総会 ご案内

　第53回定期総会を下記の日程で開催します。ぜ　第53回定期総会を下記の日程で開催します。ぜ
ひご出席くださいますようお願い申し上げます。ひご出席くださいますようお願い申し上げます。
５５月上旬頃に送付予定の往復はがき「第53回定期月上旬頃に送付予定の往復はがき「第53回定期
総会・記念講演 出欠票」をご返送ください。総会・記念講演 出欠票」をご返送ください。
　なお、　なお、記念講演には、東京新聞の長久保宏美氏が記念講演には、東京新聞の長久保宏美氏が
登壇し、「マイナ保険証と保険証廃止―担当記者の登壇し、「マイナ保険証と保険証廃止―担当記者の２２
年間」をテーマにご講演いただく予定です。年間」をテーマにご講演いただく予定です。

開催日時開催日時

　２０２５２０２５年年６６月月１５１５日(日)午後日(日)午後２２時時3030分～分～７７時時4545分分
　 総会議事　午後　 総会議事　午後２２時30分～時30分～４４時15分時15分
　 記念講演　午後　 記念講演　午後４４時30分～時30分～６６時00分時00分
　 　　　　　講師：長久保宏美氏（東京新聞社会部編集委員）　 　　　　　講師：長久保宏美氏（東京新聞社会部編集委員）※詳細は下記参照※詳細は下記参照
　 懇 親 会　午後　 懇 親 会　午後６６時15分～時15分～７７時45分時45分

開催場所開催場所　TKP市ヶ谷カンファレンスセンターTKP市ヶ谷カンファレンスセンター（新宿区市谷八幡町（新宿区市谷八幡町８８番地 TKP市ヶ谷ビル）番地 TKP市ヶ谷ビル）
アクセス　アクセス　JR総武線「市ケ谷駅」徒歩JR総武線「市ケ谷駅」徒歩２２分分
　　　　　　東京メトロ南北線・有楽町線「市ケ谷駅」　　　　　　東京メトロ南北線・有楽町線「市ケ谷駅」７７番出口 徒歩番出口 徒歩１１分分
　　　　　　都営新宿線「市ケ谷駅」　　　　　　都営新宿線「市ケ谷駅」４４番出口 徒歩番出口 徒歩２２分分

委任状

第 53 回定期総会・記念講演 出欠票

（お願い）
　定期総会にご欠席の場合は、下記の委任状欄にご住所、お名前を記入の
うえ、ご返送ください。

東京歯科保険医協会　御中
　 私は、会員の（　　　　　　　　　※ ）氏に対して、

　第 53 回定期総会における議決権行使を委任します。
2025 年　　月　　　日

　　※議決権を委任される場合、議長にはその権利がありませんので、　　
　　　議長以外をご記入ください。

ご住所
お名前

会員番号

定期総会：午後 2 時 30 分～ 4 時 15 分

　　　　　⇒　　出 席 　 ・ 　 欠 席

記念講演：午後 4 時 30 分～ 6 時 00 分

　　　　　⇒　　出 席 　 ・ 　 欠 席

懇 親 会：午後 6 時 15 分～ 7 時 45 分

　　　　　⇒　　出 席 　 ・ 　 欠 席

　「定期総会」「記念講演」「懇親会」のご出欠席のいずれかをそれぞれ
〇で囲んでいただき、ご返送くださいますようお願い致します。

▼会場アクセス（TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター）

〒 162-0844 東京都新宿区市谷八幡町８番地　TKP 市ヶ谷ビル
・JR 総武線 市ケ谷駅 徒歩 2 分
・東京メトロ南北線 市ケ谷駅 7 番出口 徒歩 1 分
・東京メトロ有楽町線 市ケ谷駅 7 番出口 徒歩 1 分
・都営新宿線 市ケ谷駅 *4 番出口 徒歩 2 分
   *A4 出口とは異なります。ご注意ください。

出欠票に記入し、ご投函ください

＜記念講演テーマテーマ＞マイナ保険証と保険証廃止マイナ保険証と保険証廃止
 ―担当記者の２年間

２０２２年10月の河野太郎デジタル大臣の会見をきっ
かけに表面化した現行の保険証廃止とマイナ保険証一本
化問題。公的医療保険システムの特性を無視した制度設
計と機器トラブルで医療機関などでの混乱が続く。
　政府は高齢者や障害者などデジタル弱者を置き去りに
したまま、マイナ保険証の欠陥を補う弥

び ほ う さ く

縫策を出し続け
た。政府が目指す医療DXはどこでつまずいたのか。２
年間、継続してこの問題を取材し続ける記者がその経緯
を明らかにする。

健康保険証の存続を求める請願署名の紹介議員となった（上段左から）牧山ひろえ参議院議員
（立憲）、川田龍平参議院議員（立憲）。懇談した（下段左から）塩村あやか参議院議員（立憲）、
田村まみ参議院議員（国民）

表敬訪問した武見敬三参議院議員（自民）長久保宏美氏

５月末までにに再届出をしなければをしなければ
・ 外安全１、 外感染１ （旧外来環）

・ 口管強 （旧か強診）

のの施設基準がが失効してしまいます！してしまいます！

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
以
前
に「
外
来
環
」「
か
強

診
」
を
届
け
出
て
い
た
保
険
医

療
機
関
は
、
院
内
掲
示
事
項
を

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
な

ど
、新
た
な
要
件
を
満
た
し
、５

月
31
日
ま
で
に
再
届
出
を
す
る

必
要
が
あ
る（
２
面
参
照
）。再

届
出
を
し
な
け
れ
ば
、
５
月
31

日
を
も
っ
て
施
設
基
準
が
失
効

す
る
の
で
、注
意
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
届
出
を
行
っ
た
医
療
機
関

は
改
善
計
画
書
、
実
績
報
告
書

の
提
出
が
必
要
と
な
る
（
７
面

参
照
）。

３会員寄稿「声」
歯科医師減少時代克服のカギは
女性歯科医師の活躍に

教えて！会長!!
歯科衛生士が行う浸潤麻酔

６

（ 1） 第６６２号 ２０２５年（令和７年）５月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）
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＜マイナ保険証＞

スマホ搭載時期を検討
「●」 などトラブル対策は進展なし

４
月
３
日
に
行
わ
れ
た
社
会

保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
で

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ス
マ
ホ

搭
載
や
、
次
な
る
規
格
の
顔
認

証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、

協
会
な
ど
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

「
●
が
出
る
」「
資
格
が
無
効

と
表
示
さ
れ
る
」
な
ど
、
医
療

機
関
の
負
担
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
対
策
へ
の
新

た
な
提
案
は
な
か
っ
た
。

ス
マ
ホ
搭
載
早
け
れ
ば
８
月
に

今
年
６
月
頃
よ
り
、
病
院
３

施
設
、
医
科
診
療
所
４
施
設
、

歯
科
診
療
所
２
施
設
、
薬
局
２

施
設
程
度
で
ス
マ
ホ
搭
載
の
実

来
年
７
月
ま
で

全
て
の
後
期
高
齢
者
に
資
格
確
認
書

ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ
ル
併
用
が
１
年
延
長

証
実
験
を
行
い
、
早
け
れ
ば
８

月
よ
り
運
用
を
開
始
す
る
。
読

み
取
り
に
必
要
な
汎
用
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
も
示
さ
れ
た
（
図

１
）。汎用

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
導
入

は
医
療
機
関
の
任
意
と
さ
れ
、

義
務
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
で
起
き
た
混
乱
を
考
え
れ
ば

任
意
の
導
入
は
当
然
だ
が
、
導

入
済
み
・
未
導
入
の
医
療
機
関

が
混
在
す
る
。
厚
労
省
は
、
初

め
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

は
マ
イ
ナ
保
険
証
も
持
参
す
る

よ
う
呼
び
か
け
る
予
定
と
し
て

い
る
が
、
国
民
に
十
分
周
知
で

き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
今
後
は
導
入
に
対
す
る

補
助
が
検
討
さ
れ
る
予
定
だ
。

次
期
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

現
状
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
で
き
ず

　
さ
ら
に
、
２
０
２
６
年
３
月

末
か
ら
現
在
の
顔
認
証
付
き
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
保
守
期
限
を

随
時
迎
え
る
こ
と
を
受
け
、
次

期
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
の
規
格
も
検
討
さ
れ
た
。
新

し
い
仕
様
を
決
め
た
後
に
メ
ー

カ
ー
を
公
募
し
、
26
年
夏
頃
か

ら
の
販
売
開
始
を
見
込
ん
で
い

る
（
図
２
）。

仕
様
を
み
る
と
、
汎
用
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
が
な
く
て
も
ス
マ

ホ
を
読
み
取
れ
る
機
能
が
加
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
汎
用

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
購
入
す
べ

き
か
、
ま
た
は
次
期
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
へ
の
買
い

替
え
で
対
応
す
べ
き
か
、
導
入

費
用
を
負
担
す
る
医
療
機
関
と

し
て
は
、
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
厚
労
省
は
、
助
成

金
も
セ
ッ
ト
で
提
案
す
る
な
ど

分
か
り
や
す
く
適
切
な
提
案
を

す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
提
案
で
は
、

「
●
が
出
る
」
や
「
新
し
い
資

格
情
報
が
反
映
さ
れ
ず
、
無
効

と
表
示
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
今

現
在
、
医
療
機
関
を
悩
ま
せ
て

い
る
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
策
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。
新
し
い
機

器
を
検
討
す
る
こ
と
も
良
い

が
、
ま
ず
は
現
行
の
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
起
き
て

い
る
問
題
に
向
き
合
う
べ
き
で

は
な
い
の
か
。
協
会
は
引
き
続

き
、
現
場
の
声
を
集
め
、
行
政

に
届
け
て
い
く
。

保
険
証
存
続
を
求
め
る
要
求
　

一
歩
前
進
か

４
月
３
日
に
行
わ
れ
た
社
会

保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
で

は
、
２
０
２
５
年
７
月
末
に
有

効
期
限
が
切
れ
る
後
期
高
齢
者

の
健
康
保
険
証
へ
の
対
応
が
検

討
さ
れ
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
は
２
月
時
点
で
26
・
62

％
と
低
調
で
、
85
歳
以
上
の
利

用
率
は
特
に
低
い
。
医
療
保
険

部
会
で
は
、
資
格
確
認
書
の
発

行
申
請
が
区
市
町
村
窓
口
に
殺

到
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
全
て
の
後
期
高
齢
者
に
資
格

確
認
書
を
交
付
す
る
運
用

を
、
26
年
７
月
ま
で
継
続
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
た（
図
１
）。

こ
れ
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
保
険

証
が
あ
る
後
期
高
齢
者
は
、
来

年
７
月
ま
で
登
録
解
除
申
請
を

し
な
く
て
も
資
格
確
認
書
が
発

行
さ
れ
、
そ
れ
を
使
え
る
よ
う

に
な
る
。
協
会
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
か
ら
医
療
現
場
の

混
乱
を
明
ら
か
に
し
、
ア
ナ
ロ

図２ 来年夏に販売予定の次期顔認証カードリーダーで追加される機能・性能

・顔認証付きカードリーダー単体でスマホ用電子証明書を読み取る機能
・認証状況やエラーの発生に関する音声案内機能
・画面レイアウトの統一や視認性・操作性の改善等によるユーザビリティの向上
・顔認証精度の向上、エラー時の自動再接続による復旧時間の短縮など
・操作手順に関する音声案内機能、テンキー搭載（ ※ ）・操作手順に関する音声案内機能、テンキー搭載（ ※ ）

※当該機能の最終的な搭載は、メーカー判断となる

図１ スマホ読取用の汎用カードリーダーのイメージ
厚生労働省資料より

グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用
を
念
頭

に
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め

て
き
た
が
、
一
歩
前
進
し
た
と

い
え
る
。
今
後
、
有
効
期
限
が

切
れ
る
国
保
や
社
保
の
加
入
者

に
対
し
て
も
、
同
様
の
対
応
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
。

電
子
証
明
書
の
更
新
件
数

今
年
は
２
・
57
倍
に

25
年
度
に
懸
念
さ
れ
て
い
る

の
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
電
子
証
明
書
の
更
新
件
数
の

増
加
で
あ
る
。５
年
ご
と
に
電

子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
が
必

要
で
あ
る
が
、24
年
度
は
１
千

76
万
人
だ
っ
た
も
の
が
、今
年

度
は
２
千
769
万
人
と
対
象
者
が

１
千
693
万
人
も
増
加
す
る
。

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

自
体
は
簡
便
で
、
①
有
効
期
限

の
２
〜
３
カ
月
前
に
通
知
書
が

送
付
さ
れ
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
を
持
っ
て
区
市
町

村
窓
口
に
行
っ
て
手
続
き
を
す

る
。更
新
を
忘
れ
る
と
、マ
イ

ナ
保
険
証
は
使
用
で
き
な
く
な

マイナ保険証

マイナ保険証

健康保険証 ※

資格確認書 資格確認書

図１ 後期高齢者の資格確認方法の変更点

マイナ保険証ありの患者マイナ保険証ありの患者 マイナ保険証なしの患者マイナ保険証なしの患者

現
在
現
在

今
年
今
年
８８
月
以
降

月
以
降

健康保険証 ※

※保険証の発行終了後に後期高齢者になる患者に対しては、来年7月まで「資格確認書」を発行

NEW!!
療
養
担
当
規
則
の
中
で
、
保

険
医
療
機
関
に
院
内
掲
示
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
５
月
31

日
ま
で
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
自
ら
管
理
す
る
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
有
し
て
い
な
い

場
合
は
対
象
外
と
な
る
。

従
来
か
ら
院
内
掲
示
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
含

め
、
歯
科
に
お
い
て
は
以
下
の

３
つ
の
事
項
が
「
院
内
掲
示
事

項
及
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
事

項
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

（
表
参
照
）。

⑴
厚
生
局
に
届
け
出
た
施
設

基
準
に
関
す
る
事
項
と
施
設

基
準
の
要
件
で
院
内
掲
示
が

定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
が
あ

る
。
厚
生
局
に
届
け
出
た
施

設
基
準
に
つ
い
て
は
、
療
養

担
当
規
則
に
よ
り
、
院
内
掲

示
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ

の
掲
載
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
施
設
基
準
の

要
件
と
し
て
、
院
内
掲
示
お

よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項

（
医
療
情
報
取
得
加
算
、
明

細
書
発
行
体
制
加
算
な
ど
）

が
あ
る
。

⑵
明
細
書
の
発
行
状
況
に
つ
い

て
は
、
明
細
書
発
行
体
制
加
算

の
算
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
発
行
体
制
の
有
無
、
手
続

き
や
費
用
徴
収
の
有
無
な
ど
を

院
内
掲
示
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑶
保
険
外
負
担
に
関
し
て

は
、
①
物
品
の
販
売
な
ど
で

あ
っ
て
患
者
か
ら
費
用
の
支

払
を
受
け
る
も
の
に
関
す
る

事
項
と
し
て
、
義
歯
の
名
入

れ
、
カ
ル
テ
開
示
の
開
示
手

数
料
な
ど
が
あ
る
。
②
保
険

外
併
用
療
養
費
に
つ
い
て

は
、
関
東
信
越
厚
生
局
に
報

告
し
て
い
る
事
項
が
あ
る
。

当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
解
説

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ン
タ

ル
ブ
ッ
ク
か
ら
は
、
院
内
掲
示

ポ
ス
タ
ー
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
の
で
、
院
内
掲
示
と
と
も

に
自
院
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
す
る
際
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

表 ウェブサイトへの掲載が必要な項目

（１）厚生局に届け出た施設基準に関する事項

（２）明細書の発行状況に関する事項
（３）保険外負担に関する事項
①物品の販売等であって患者から費用の支払を受けるものに関する事項
（当該費用の支払が法令の規定に基づくものを除く）

②保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める基準等に関する事項
・金属床による総義歯の提供に関する事項
・う蝕に罹患している患者の指導管理に関する事項
・前歯部の金属歯冠修復に使用する金合金又は白金加金の支給に関する事項
・長期収載品（後発医薬品のある先発医薬品）の処方等または調剤に関
する事項

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
、
歯
科
外
来
診
療
環
境
体

制
加
算
（
外
来
環
）
が
、
歯
科

外
来
診
療
医
療
安
全
対
策
加
算

（
外
安
全
）
と
歯
科
外
来
診
療

感
染
対
策
加
算
（
外
感
染
）
に

再
編
さ
れ
た
。
ま
た
、
か
か
り

つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科

診
療
所
（
か
強
診
）
は
口
腔
管

理
体
制
強
化
体
加
算
（
口
管

強
）
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

改
定
以
前
、「
外
来
環
１
」

や
「
か
強
診
」
を
届
け
出
て
い

た
保
険
医
療
機
関
は
、
5
月
31

日
ま
で
に
新
た
に
施
設
基
準
の

要
件
を
満
た
し
、
再
届
出
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
研
修
に
つ
い

て
、
外
安
全
１
、
外
感
染
１
の

再
届
出
に
当
た
り
再
受
講
は
必

要
な
い
が
、
口
管
強
は
、「
エ

ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕
、
根
面
う

蝕
の
継
続
管
理
等
に
係
る
研

修
」「
小
児
の
心
身
の
特
性
に

関
す
る
研
修
」
を
追
加
で
受
講

し
た
う
え
で
再
届
出
が
必
要
に

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
未
受
講
の
会
員
は
、
５
月

開
催
の
追
加
研
修
を
受
講
い
た

だ
き
た
い
。
再
届
出
が
な
い
場

合
、
施
設
基
準
が
失
効
し
、
６

月
１
日
以
降
は
算
定
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
。

自
院
の
届
出
受
理
状
況
は
関

東
信
越
厚
生
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
確
認
で
き
る
。
ぜ
ひ
、
施

設
基
準
要
件
な
ど
詳
細
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
施
設
基
準
の

再
届
出
特
設
ペ
ー
ジ
」（
左
の

Ｑ
Ｒ
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

施
設
基
準
の
再
届
出

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

る
が
、資
格
確
認
書
が
発
行
さ

れ
る
。マ
イ
ナ
保
険
証
の
猶
予

措
置
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、有

効
期
限
終
了
後
も
薬
剤
な
ど
の

情
報
取
得
は
で
き
な
い
が
、
最

大
で
４
カ
月
間
は
資
格
確
認
が

で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
更
新
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
が
医
療
機
関
の

窓
口
で
増
え
る
可
能
性
が
あ

り
、
事
務
負
担
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
。
そ
れ
な
ら
、
少
な
く
と

も
当
面
は
全
員
に
対
し
て
マ
イ

ナ
保
険
証
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

資
格
確
認
書
を
発
行
す
べ
き
だ

が
、
発
行
す
る
コ
ス
ト
を
考
え

れ
ば
、
健
康
保
険
証
を
残
し
て

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
併
用

を
続
け
た
方
が
患
者
も
安
心
で

あ
ろ
う
。

協
会
は
引
き
続
き
、
健
康
保

険
証
の
発
行
終
了
に
伴
う
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
も
行

政
に
要
求
し
て
い
く
。

２
０
２
５
年
５
月
31
日
ま
で
に

再
届
出
が
必
要
な
施
設
基
準

改定前
外来環１

か強診

改定後
外安全１

外感染１

口管強

２０２４年３月31日までに「外来環１」「か強診」
の届出をしている医療機関は、２０２５年５月31
日までに施設基準の再届出をしなければ２０２５
年６月以降、施設基準が失効します。 特設ページ

or

or

５月31日までに
ウェブサイトへの掲載を

療担規則義務付けの院内掲示事項



東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（３） 第６６２号 ２０２５年（令和７年）５月1日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

歯科医師減少時代克服のカギは

会員寄稿 「声」

女性歯科医師の活躍に

船木 勝介
(ふなき ・ かつゆき)

／練馬区

  

「
今
後
は
女
性
歯
科
医
師
の

働
き
方
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
」。
こ
れ
が
最
近
思
う
こ
と

で
あ
る
。

　
今
後
、
高
齢
の
患
者
は
増
加

す
る
で
あ
ろ
う
が
、
団
塊
世
代

の
歯
科
医
師
が
そ
ろ
そ
ろ
引
退

の
時
期
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

地
域
に
よ
っ
て
歯
科
医
師
の
不

足
が
憂
慮
さ
れ
る
。

　
近
年
、
女
性
の
歯
科
医
師
国

家
試
験
合
格
率
は
常
に
男
性
を

上
回
っ
て
お
り
、
入
学
者
は
男

性
が
多
い
も
の
の
２
０
２
５
年

の
合
格
者
に
お
け
る
男
女
比
率

は
、
ほ
ぼ
１
対
１
で
あ
る
よ
う

だ
。

　
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
合
格

率
か
ら
は
女
性
の
方
が
優
秀
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

女
性
は
出
産
、
育
児
で
診
療
業

務
が
中
断
す
る
こ
と
も
あ
り
、

子
育
て
が
終
わ
っ
た
時
に
は
視

力
が
低
下
し
た
り
、
ま
た
、
最

近
の
治
療
に
付
い
て
行
く
自
信

が
な
く
、
復
帰
し
て
も
す
ぐ
に

リ
タ
イ
ア
し
て
し
ま
う
と
い
う

話
も
聞
く
。

　
こ
れ
で
は
も
っ
た
い
な
い
し

歯
科
医
師
男
女
比
１
対
１
の
状

況
を
直
視
す
れ
ば
、
積

極
的
に
女
性
が
診
療
に

従
事
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
賢
明
で
あ

ろ
う
。

　
当
院
で
は
女
性
の
歯
科
医
師

に
勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。
子
育

て
中
で
あ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
の

勤
務
は
難
し
く
、
限
ら
れ
た
時

間
し
か
な
い
分
、
主
に
興
味
の

あ
る
分
野
で
の
診
療
を
お
願
い

し
て
い
る
。
視
力
が
低
下
し
て

く
る
年
代
で
、
拡
大
鏡
や
マ
イ

ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
設
置
し
て
使

い
方
を
学
び
な
が
ら
診
療
に
従

事
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
家
庭
に
戻
る
と
本
を

読
む
時
間
も
取
り
に
く
い
と
の

こ
と
な
の
で
、
勤
務
時
間
中
に

勉
強
会
を
開
催
し
て
知
識
を
習

得
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

▼
保
険
医
協
会
も

　

ぜ
ひ
一
度
ご
検
討
を

　
保
険
医
協
会
は
勤
務
医
で
も

参
加
し
や
す
い
の
で
、
女
性
会

員
の
参
加
の
た
め
に
も
う
少
し

行
動
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
診
療
業
務
に
復
帰

す
る
女
性
歯
科
医
師
に
向
け
た

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
サ
ポ
ー
ト

は
、
保
険
医
協
会
に
も
検
討
の

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

20
年
後
、
団
塊
世
代
の
ジ
ュ

ニ
ア
が
高
齢
に
な
っ
た
時
、

「
歯
科
医
師
不
足
で
診
て
も
ら

え
な
い
」
こ
と
が
現
実
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

歯
科
医
師
免
許
証
の
旧
姓
使
用

の
簡
易
化
、
選
択
的
夫
婦
別
姓

な
ど
も
含
め
て
女
性
歯
科
医
師

が
働
き
や
す
い
環
境
を
歯
科
界

全
体
で
今
か
ら
議
論
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】　
本
紙
「
東
京
歯
科
保
険
医
新
聞
」
第
661
号
（
４
月
１
日
号
）
の
７
面
記
事

「
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
全
身
疾
患
等
回
避
を
」
に
て
、
以
下
の
表
記
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
関
係
各
位
に
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　﹇
誤
﹈   

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
１
・
８
ｍ
Ｌ
Ct.

　﹇
正
﹈   

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
含
有
リ
ド
カ
イ
ン
塩
酸
塩
製
剤
１
・
８
ｍ
Ｌ
Ct.
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360 万
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図２ 年間収入の階級別ごとの年間診療代（左：医科、右：歯科）

※総務省 2024 年「家計調査」より協会作成

医科診療代（年間） 歯科診療代（年間）

年
間
収
入

  

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
見
直
し
で
起
き
る
歯
科
の
影
響

    
痛
み
止
め
・
軟
膏
・
う
が
い
液
へ
波
及
必
至

痛
み
止
め
・
軟
膏
・
う
が
い
液
へ
波
及
必
至

　

意
外
と
多
い
歯
科
で
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

２
０
２
５
年
度
予
算
が
３
月
31
日
に
成
立

し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
自
公
維

の
三
党
合
意
の
内
容
に
は
、
社
会
保
険
料
の

負
担
引
き
下
げ
を
目
的
と
し
た
国
民
医
療
費

の
４
兆
円
削
減
が
含
ま
れ
、
具
体
策
の
筆
頭

に
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付
の
あ
り
方

の
見
直
し
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
め
ぐ
る
議
論
は
国
会
で

も
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
こ
こ
で
は
歯
科

へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

医
薬
品
を
大
き
く
分
け
る

と
、
①
医
療
用
医
薬
品
、
②
要

指
導
医
薬
品
や
一
般
医
薬
品
な

ど
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
―
に
分
類

さ
れ
る
（
図
1
）。
違
い
の
一

つ
は
、
患
者
へ
の
提
供
方
法
で

あ
り
、
①
は
医
師
や
歯
科
医
師

の
処
方
、
ま
た
は
処
方
箋
の
交

付
に
よ
り
患
者
へ
薬
が
提
供
さ

れ
る
の
に
対
し
、
②
は
、
薬
剤

師
や
医
薬
関
係
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
処
方
箋

な
し
に
患
者
が
薬
局
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
な
ど
で
購
入
で
き

る
。Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
定
義
は
明

確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
で
販
売
さ
れ
て
い
る

成
分
を
含
ん
だ
医
療
用
医
薬
品

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
見
直
し
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
を
保
険
か
ら
外
し
、
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
一
般
医
薬

品
な
ど
と
し
て
患
者
自
ら
が
購

入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
歯
科
領
域
で
考
え
る
と
、

消
炎
鎮
痛
剤
、
軟
膏
、
う
が
い

液
な
ど
が
保
険
給
付
外
に
な
る

可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。

　

保
険
給
付
外
で
増
え
る
患
者
負
担
額

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
保
険
給
付

外
に
す
る
と
、
ど
の
程
度
、
患

者
の
窓
口
負
担
が
増
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン

ナ
ト
リ
ウ
ム
60
ｍ
ｇ
錠
を
頓
服

で
５
錠
処
方
し
た
場
合
を
例
に

考
え
て
み
る
。
薬
価
は
10
・
１

円
の
た
め
１
錠
あ
た
り
１

点
、
５
錠
で
は
５
点
で
あ
る
。

院
内
処
方
の
場
合
、
処
方
料
42

点
、
調
剤
料
11
点
、
お
よ
び
薬

剤
情
報
提
供
料
４
点
も
加
わ
っ

て
合
計
は
62
点
と
な
る
。
患
者

の
負
担
金
は
、
３
割
負
担
で
は

190
円
、
２
割
負
担
で
120
円
、
１

割
負
担
で
は
60
円
と
い
う
試
算

に
な
る
。

一
方
、
ロ
キ
ソ
ニ
ン
Ｓ
（
12

錠
）
の
メ
ー
カ
ー
小
売
価
格
は

768
円
の
た
め
、
５
錠
で
は
320
円

で
あ
る
。
３
割
負
担
の
患
者
で

は
130
円
分
、
２
割
負
担
で
200
円

分
、
１
割
負
担
の
患
者
で
は
260

円
分
増
え
る
試
算
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
特
に
現
役
並
み

の
所
得
が
な
い
１
割
負
担
、
ま

た
は
２
割
負
担
の
高
齢
者
に
お

い
て
、
よ
り
大
き
な
負
担
増
に

な
る
。
ま
た
、
子
ど
も
に
つ
い

て
も
、
東
京
都
の
場
合
は
公
費

負
担
に
よ
り
通
院
時
の
自
己
負

担
は
無
料
、
ま
た
は
200
円
が
上

限
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
人
と

同
様
に
薬
に
関
す
る
自
己
負
担

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

負
担
増
に
よ
る
受
診
抑
制
の
懸
念

歯
科
と
し
て
懸
念
す
べ
き
点

は
、
窓
口
負
担
の
増
加
と
患
者

の
負
担
感
の
高
ま
り
に
よ
っ
て

お
き
る
受
診
抑
制
で
あ
る
。
歯

科
診
療
代
は
所
得
弾
性
値
が
高

い
。
家
計
調
査
を
基
に
総
世
帯

の
年
間
収
入
別
の
診
療
費
を
み

る
と
、
医
科
は
収
入
が
減
っ
て

も
診
療
費
が
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

が
、
歯
科
の
診
療
費
は
顕
著
に

下
が
る
（
図
２
）。

そ
の
た
め
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
給
付
外
に
よ
り
窓
口
負

担
が
上
が
れ
ば
、
受
診
抑
制
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

で
は
、
国
民
の
口
腔
の
健
康
は

守
れ
な
い
。

◆
口
腔
の
健
康
を
守
る

こ
と
こ
そ
歯
科
医
師
の
役
目

口
腔
の
健
康
を
守
る
こ
と
こ

そ
、
歯
科
医
師
の
役
目
で
あ

る
。
協
会
は
、
受
診
抑
制
や
口

腔
状
態
の
悪
化
に
繋
が
る
動
き

に
大
き
な
関
心
を
持
ち
、
行
政

や
国
会
議
員
に
適
切
な
対
応
を

求
め
て
い
く
。

図１ ＯＴＣ類似薬とＯＴＣ医薬品などのイメージ

区分 製品例（成分） 保険
給付

医療用
医薬品

処方箋医薬品 サワシリン錠250（アモキシシリン水和物） ○

上記以外の
医療用医薬品で、
OTC医薬品と
同成分を含むもの
（OTC類似薬）

・ロキソプロフェンナトリウム60ｍｇ錠（ロ
キソプロフェンナトリウム水和物）
・アセトアミノフェン300㎎錠（アセトアミ
ノフェン）
・アシクロビル５％クリーム（アシクロビル）
・イソジンガーグル液7％（ポビドンヨード）

○

OTC
医薬品

医療用医薬品と
同成分を含む
OTC医薬品

・ロキソニンＳ（ロキソプロフェンナトリ
ウム水和物）
・アセトアミノフェンＡＦ錠（アセトアミ
ノフェン）
・アシクロビル軟膏α（アシクロビル）
・健栄うがい薬P（ポビドンヨード）

×

上記以外の
OTC医薬品 （略） ×

見直しで
保険給付外？
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担　当　地域医療部

第第 １１ 回 　 － 保 険 請 求 編 －回 　 － 保 険 請 求 編 －

「歯科訪問診療に取り組みたいが、あと一歩が踏み出せない」
「保険請求に不安があり、歯科訪問診療を始められない」
という先生のために、実際に歯科訪問診療を行っている講師が、医療・
介護報酬の請求方法を中心に解説します。医科との連携の仕方など、前
年度よりも内容を追加する予定です。
　過去の参加者からは「講演を聞き、より歯科訪問診療の算定のイメー
ジが湧きました」「非常にわかりやすかったです。訪問に挑戦してみま
す」などの声が寄せられています。
　講習会に参加して、訪問診療への一歩を踏み出しましょう。

日　時　６月30日（月）午後７時～９時
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　会場20名、Web450名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

第１回保険請求編
予約フォーム

第第 ２２ 回 　 － 臨 床 編 －回 　 － 臨 床 編 －

　「診療報酬の勉強はしたが、実際の現場をイメージできないため不安」
　歯科訪問診療未経験の先生からこのような声をいただきます。
　そこで実際の症例や器材の紹介なども含め、歯科訪問診療に特化した
講習会の「臨床編」を開催します。懇談会形式で経験豊富な講師と意見
交換しながら、歯科訪問診療への不安を解消しましょう。少人数制で、
会員間の交流も深められたらと思います。
　過去の参加者からは「実際の機器や道具を見られ大変良かった」「同
じ悩みを持った仲間が多く、自分だけではないと心強い気持ちになっ
た」などの声が寄せられています。「外来患者の高齢化に伴い、いつか
やろうと思っていた」「いざ、お願いされた時にすぐ対応できるように
なりたい」という先生は、ぜひご参加ください。

日　時　７月28日（月）午後７時～９時
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　15名
対　象　原則、歯科訪問診療未経験の会員本人（同伴の方１名まで）
参加費　３,０００円（「今日からできる歯科訪問診療の手引き」冊子代を含む）
　　　　（同伴の方１名無料）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

第２回臨床編
予約フォーム

こ  れ  か  ら  始  め  る  歯  科  訪  問  診  療  講  習  会こ  れ  か  ら  始  め  る  歯  科  訪  問  診  療  講  習  会

Ａ１　試用期間中であっても、勤務初日から社会
保険・労働保険のいずれも加入させる必要があり
ます。雇用保険は、週の労働時間が20時間以上の
場合は被保険者となりますので、アルバイトの方
でも加入が必要となるケースもあります。

経営・税務相談Ｑ＆Ａ　No.428

ＱＱ１１　当院では、新人従業員の試用期間を　当院では、新人従業員の試用期間を３３カカ
月としている。試用期間中は、社会保険月としている。試用期間中は、社会保険
や労働保険に加入させなくても良いか。や労働保険に加入させなくても良いか。

ＱＱ３３　試用期間満了をもって、従業員から退職　試用期間満了をもって、従業員から退職
する旨の申し出があった場合の注意点にする旨の申し出があった場合の注意点に
は、どのようなものがあるか。は、どのようなものがあるか。

Ａ３　従業員から退職の申し出があった際には、
まずは、退職日について従業員と相談してくださ
い。また、口頭でのやり取りだけではなく、従業
員に退職願の提出を求めることが必要です。退職
願は、退職の意思を示す正式な書類であり、受理
された時点で労働契約の解除が決定します（民法
第627条第１項）。退職願には必ず、宛名、届出年
月日、退職理由、退職日付、氏名を記入してもら
うようにしてください。

ＱＱ２２　試用期間中の従業員が無断欠勤ばかりす　試用期間中の従業員が無断欠勤ばかりす
る。解雇しても問題ないか。る。解雇しても問題ないか。

Ａ２　民法上では、試用期間中であっても雇い入
れ後14日以上経過した場合は、即時解雇はできま
せん。14日以内だったとしても、合理的な理由が
なく、社会通念上相当と認められない場合、解雇
は無効となります（労働契約法第16条）。それで
も解雇をしたいという場合、30日前に解雇予告を
するか、30日分以上の賃金（解雇予告手当）の支

◆日　　時　11月23日（日・祝）午後３時～ 24日（月・振替休日）正午
　　　　　※演題発表は24日午前中です。
◆会　　場　SAGAアリーナ（佐賀県佐賀市日の出２丁目１番10号）
◆メインテーマ　「地域連携で病を治す～がばいよかばい 佐賀に来んさい～」
◆開催趣旨　開かれた医療研・市民参加、会員医師・歯科医師と
　　　　　　コ・メディカル等の演題発表
◆主務協会　佐賀県保険医協会
◆主　　催　全国保険医団体連合会
◆募集締切　６月20日（金）（１次締切）

分科会・ポスターセッション演題募集 分科会・ポスターセッション演題募集 

演題募集要項

第40回第40回 保団連医療研究フォーラム 保団連医療研究フォーラム

　第40回保団連医療研究フォーラムが、佐賀県
佐賀市のSAGAアリーナで開催されます。
　メインテーマは、「地域連携で病を治す～が
ばいよかばい 佐賀に来んさい～」です。
　つきましては、６テーマの分科会・ポスター
セッションの演題を募集いたします。演題発表
にご協力いただける先生は協会までお問い合わ
せください。募集要項詳細は、右のＱＲからご
確認ください。

払いが必要です。また、無断欠勤という理由では
客観性・具体性に欠けると判断されることもあり
ます。例えば、職場環境や精神疾患を起因とする
無断欠勤であった場合は、裁判で不当解雇とみな
された事例もあります。また、解雇をするに当た
って、事業主側としても再三注意したものの改善
の見込みがないこと、どのように医院経営に支障
をきたしているかを説明できなければなりませ
ん。その問題に対して、改善のための注意をきち
んと行ったのかも問われます。できれば、一方的
に雇用関係を解消する解雇という形ではなく、当
院の医院経営に適さなかった旨を丁寧に説明し
て、労使双方で話し合うことが重要です。
　それでも試用期間の満了をもって、解雇を決断
する場合は、「解雇する日」「具体的理由」を明記
した「解雇通知書」を作成します。試用期間が３
カ月の場合、最初の２カ月が経過した時点で解雇
理由を書面に記載し、１カ月後の試用期間満了を

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：５５月１５日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

もって解雇するという流れが考えられます。
　前述のように、過去には無断欠勤があるため解
雇とされた従業員が、不当解雇であると主張し、
法的トラブルに発展した例もあります。双方が合
意して雇用関係を円満に解消する退職という形を
取れるよう、丁寧な対応が求められます。

試用期間中の労務の注意点
－解雇と辞職への対応－



（ 5） 第６６２号 ２０２５年（令和７年）５月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

施設基準のための講習会施設基準のための講習会

日　時　（第１回） ７月16日（水）午後１時～２時10分
　　　　（第２回）８月20日（水）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Web開催　（＊３）　　　定　員　500名

対　象　会員　　参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、メール
　　　　でお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

歯 初 診 の 新規届出 ・ 更新を希望する方向け歯 初 診 の 新規届出 ・ 更新を希望する方向け

第１・２回院内感染防止対策講習会 　歯科点数表の初診料の注１に規定
する施設基準（歯初診）、および歯科
外来診療感染対策加算１（外感染１）
の施設基準に対応（対象施設基準：
歯初診、外感染１）。

※歯初診は、院内感染防止対策に係
る標準予防策および新興感染症に対
する対策の研修を４年に１回以上、
定期的に受講していない場合、当該
施設基準について辞退届を提出する
必要がありますのでご注意ください。

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊1　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊3　Web開催・配信はZoomウェビナーを使用します。
＊4　東京保険医協会：新宿区西新宿３丁目２番地７号 KDX新宿ビル４階

交　通　「新宿駅」（南口）より徒歩９分、都営新宿線「新宿駅」6番出口より徒歩4分

デンタルブックから
お申し込みください

ドクタースタッフ講習会　接遇講習会ドクタースタッフ講習会　接遇講習会

　患者さんが「また来たい」と思う医院には、共通して“感じの良いスタッフ”
がいます。接遇は特別なスキルではなく、ちょっとした気遣いや表現で大き
く変わります。本セミナーでは、私の現場経験をもとに、歯科医院ならでは
の接遇のポイントをわかりやすくお伝えします。第一印象の作り方、言葉遣
い、電話対応など、「また会いたい」と思ってもらえるスタッフになるため
に明日から実践できる内容が盛り込まれています。本セミナーが、参加され
る皆様の一助になることを願っています。(講師より)

日　時　７月11日（金）午後６時45分～８時45分
講　師　濵田 智恵子 氏（株式会社TomorrowLink代表取締役）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３F（＊２）
定　員　80名（Web配信はありません）
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会員証１枚につき１人無料（同伴者１名につき１,０００円）
担　当　経営管理部
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

予約フォーム

「また会いたい」と言われるスタッフになる「また会いたい」と言われるスタッフになる

～歯科医院の信頼を作る接遇力〜～歯科医院の信頼を作る接遇力〜

日　時　５月21日（水）午後１時～２時10分
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
会　場　Web開催（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円(修了証代込)
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからご予約ください。

口管強の追加研修を希望する方向け口管強の追加研修を希望する方向け

第２回施設基準のための講習会

５月末までに
再提出必須再提出必須

（対象施設基準：口管強）

２０２４年３月末時点で「か強診」を届
け出ていた医療機関は、経過措置として
２０２５年５月末まで「口管強」の要件を
満たしているものとしてみなされています。
６月以降も引き続き「口管強」に係る点

数を算定する場合は、本講習会の研修を受講し、他の施設基準の要件
を満たした上で経過措置終了までに改めて、施設基準の届出を行う必
要があります。

デンタルブックから
お申し込みください

歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の
施設基準を新たに届け出る方向け施設基準を新たに届け出る方向け

　この講習会は５種類（または３種類）の施設基準に必要な研修を１日で受
講できる講習会です。
　医療法で定められている年２回の医療安全講習会にも対応しています。
（対象施設基準：歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診）

第３回施設基準のための講習会

日　時　６月22日（日）
①のコース　歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診…午後１時～６時30分
②のコース　歯初診、外安全１、外感染２　　　　　　　　…午後４時～６時30分

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　坂下 英明 氏  （明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３Ｆ（＊２）
定　員　100名
対　象　会員（新規に施設基準を届け出る医療機関）
参加費　①のコース　８，０００円（修了証代込）
　　　　②のコース　５，０００円（　　〃　　）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

予約フォーム

担 当　社保・学術部担 当　社保・学術部

　保険診療の間接法歯冠修復においては、２０２３年12月に期中収載された
PEEK冠、そして２０２４年度診療報酬改定でのCAD／ CAM冠、CAD／
CAMインレーの大臼歯における適用拡大、エンドクラウンの新設などによ
り、非金属修復に誘導する方向性が示された。間接法のメタルフリー修復で
は、窩洞や支台歯形態の理解、ならびに歯科接着の活用が必須であり、それ
らを理解し、習熟する必要がある。本講演では、間接法メタル
フリー修復の勘所を臨床の実際を含めて解説する。（講師より）

日　時　５月21日（水）午後７時～９時
講　師　坪田 有史 氏（東京歯科保険医協会 会長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　会場18名、Web500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１, ０００円）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部 予約フォーム

第第 １１ 回 学 術 研 究 会回 学 術 研 究 会

〜CAD／CAM冠・インレー、PEEK冠、〜CAD／CAM冠・インレー、PEEK冠、
　　　　エンドクラウンについて〜　　　　エンドクラウンについて〜

保険診療における間接法メタルフリー修復保険診療における間接法メタルフリー修復
新 規 開 業 医 講 習 会新 規 開 業 医 講 習 会

　新規個別指導は開業後、概ね半年～８カ月以内の医療機関が選定されてい
ます。指導対策は、通知が届く前の早い段階で準備を進めることが最も大切
です。講習会では、年間100件を超える相談を基に、指導で指摘されやすい
事項を含め、保険診療の基本的なルールやカルテ記載、請求方法、自費と保
険の考え方を丁寧に解説します。
　これから開業を検討する先生や勤務医の先生、さらに改めて保険のルール
などについて確認したいという先生にも、ぜひ、ご参加いただきたい講習会
です。

日　時　５月25日（日）正午～５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Ｆ（＊２）
定　員　50名
対　象　会員・未入会員
参加費　会員１３，０００円、未入会員３０，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

予約フォーム

ー新規個別指導を控えている先生、ー新規個別指導を控えている先生、
   改めて保険診療を学びたい先生へー   改めて保険診療を学びたい先生へー

予約フォーム

　医科歯科連携研究会は、当協会、東京保険医協会および千葉県保険医協会の
３協会合同で開催する医科歯科連携をテーマとした研究会です。
　前回の、医科歯科連携研究会２０２４では、「糖尿病診療・歯周病対策の最
前線」（デンタルブックにて配信中）を開催し、糖尿病・歯周病の最新情報を
学びました。
　今回は、より一層、臨床現場の連携について理解を深めるべく、実際に連携
のモデルケース構築に携わっている岡田由紀子先生、押村憲昭先生をお招き
し、“医科歯科連携愛知モデル”についてご講演いただきます。ぜひ、ご参加
ください。

日　時　６月22日（日）午後２時～５時
講　師　医科：岡田 由紀子 氏 （春日井市民病院 糖尿病・内分泌内科 部長）
　　　　歯科：押村 憲昭 氏 （かすもり・おしむら歯科・矯正歯科・口腔機
　　　　　　　能クリニック 院長）
会　場　東京保険医協会セミナールーム（＊４）
定　員　会場50名・Web500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

ー「糖尿病診療における医科歯科連携 愛知モデル」ーー「糖尿病診療における医科歯科連携 愛知モデル」ー

医 科 歯 科 連 携 研 究 会医 科 歯 科 連 携 研 究 会 ２ ０ ２ ５２ ０ ２ ５

ご 注 意 ： 8 月 １ 日 は 歯 初 診 の 定 例 報 告 が あ り ま す 。ご 注 意 ： 8 月 １ 日 は 歯 初 診 の 定 例 報 告 が あ り ま す 。



４月23日に開催された中央社会保険医療協議会
（中医協）総会で、歯科用貴金属価格の６月随時
改定が決定された。
６月１日からの金パラの告示価格は１ｇ当たり

３, ２９９円（３, ２３０円から６９円引き上げ）、
30ｇ当たりでは９８,９７０円（９６, ９００円から
２,０７０円の引き上げ）となる。

歯科用貴金属改定
６月から金パラ引き上げ
３,２９９円へ（＋２.１％）

  1g当たり　   ３, ２３０円➡   ３, ２９９円
30g当たり　９６,９００円➡９８,９７０円

６月以降５月まで

（６）第６６２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）５月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎ 03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2024 年 6 月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
2,750 円（税込）

 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.9494
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の
業
務
の
あ
り
方
等
に
関
す

る
検
討
会
で
、「
歯
科
衛
生
士

が
行
う
診
療
補
助
と
し
て
の
浸

潤
麻
酔
行
為
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
検
討
が
行
わ
れ
、
資
料
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

「
歯
科
衛
生
士
が
浸
潤
麻
酔
行

為
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

研
修
（
事
務
局
案
）」
と
し
て

講
義
、
実
習
の
内
容
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
多
岐
に
わ
た
る
そ
の

内
容
は
、（
一
社
）
日
本
歯
科

麻
酔
学
会
の
認
定
制
度
で
あ
る

「
日
本
歯
科
麻
酔
学
会
認
定
歯

科
衛
生
士
」
あ
る
い
は
（
一

社
）
日
本
歯
科
医
学
振
興
機
構

の
認
定
制
度
で
あ
る
「
臨
床
歯

歯
科
衛
生
士
が
行
う
浸
潤

麻
酔
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

署名提出への"４ステップ"

保険でより良い歯科医療を

会
員
６
，
０
０
０
人
の

「声
」
で
要
求
実
現
を

◆
「
う
蝕
は
減
っ
て
い
る
」

と
い
え
る
の
か
？

歯
科
の
現
状
を
考
え
る
上

で
、「
患
者
の
口
腔
内
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ

と
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
。

概
ね
24
歳
ま
で
、
う
蝕
の
有

病
率
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
35
〜
54
歳
に
か
け
て
は
有

病
率
100
％
に
な
る
傾
向
は
改
善

さ
れ
て
い
な
い
（
図
１
）。
仕

事
や
家
事
、
育
児
な
ど
に
よ
り

多
忙
と
な
り
、
口
腔
の
メ
イ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
後
回
し
に
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
高
齢
者
の
有
病
率
増

加
は
、
８
０
２
０
の
推
進
の
結

果
、
残
存
歯
が
多
く
な
り
、
根

面
う
蝕
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

◆
家
計
が
厳
し
い
と

患
者
は
受
診
を
や
め
る

物
価
上
昇
に
賃
金
上
昇
が
追

い
付
い
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て

久
し
い
。
本
紙
３
面
で
紹
介
し

た
通
り
、
低
所
得
者
に
な
る
ほ

ど
医
科
よ
り
も
歯
科
治
療
費
を

切
り
詰
め
る
傾
向
が
あ
る
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
る
治
療

の
中
断
は
、
他
の
調
査
で
も
示

さ
れ
て
い
る
（
表
１
）。
こ
の

調
査
で
は
、
中
断
の
理
由
と
し

て
約
７
人
に
１
人
が
「
金
銭
的

に
余
裕
が
な
か
っ
た
」
こ
と
を

あ
げ
て
い
る
。

患
者
は
、
家
計
が
苦
し
く
な

る
と
歯
科
治
療
の
継
続
を
諦

め
、
医
療
機
関
に
お
い
て
は
患

者
数
が
一
定
程
度
減
る
可
能
性

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
患

者
が
歯
科
医
院
を
受
診
し
な
け

れ
ば
、
口
腔
の
健
康
は
守
れ
な

い
。

◆
会
員
６
，０
０
０
人
で

取
り
組
も
う

協
会
は
、
患
者
の
負
担
軽
減

と
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
な

ど
を
求
め
る
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め

る
」
請
願
署
名
を
集
め
て
、
本

通
常
国
会
へ
提
出
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
（
図
２
・
３
参

照
）。本紙

に
署
名
用
紙
を
同
封
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
た
い
。

図３  署名用紙

返信用封筒のご希望は、右のQRまたは電話（運
動本部：０３－３２０５－２９９９）までご連絡くだ
さい。

歯
科
衛
生
士
が
行
う
浸
潤

麻
酔
の
位
置
付
け
は
。

「
歯
科
衛
生
士
法
」
で
は
、

歯
科
衛
生
士
が
行
え
る
業
務

は
、
予
防
処
置
・
診
療
補
助
・

歯
科
保
健
指
導
で
す
。
歯
科

医
師
の
診
療
を
補
助
す
る
診

療
補
助
は
、
歯
科
医
師
の
監

督
・
指
示
の
も
と
に
行
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
歯
科
衛

生
実
地
指
導
料
を
算
定
す
る

際
、
歯
科
医
師
か
ら
歯
科
衛

生
士
へ
の
指
示
内
容
の
要
点

を
カ
ル
テ
に
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
歯
科

衛
生
士
の
診
療
補
助
は
、
歯

科
医
師
の
み
が
で
き
る
「
絶

対
的
歯
科
医
行
為
」
に
対
し

て
、「
相
対
的
歯
科
医
行
為
」

研
修
の
具
体
的
な
内
容

は
。厚

労
省
が
示
し
て
い
る
必

要
な
研
修
は
、
歯
科
衛
生
士

養
成
施
設
な
ど
で
全
て
履
修

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。
示
さ
れ
て
い
る
具
体
的

な
研
修
内
容
は
、
講
義
で
合

計
840
分
、
実
習
で
合
計
270
分

と
さ
れ
、
合
わ
せ
る
と
18
時

間
30
分
と
な
り
ま
す
。

検
討
案
の
段
階
で
は
あ
り

ま
す
が
、
講
義
で
は
、「
倫
理

と
法
規
制
」「
生
理
学
」「
局

所
麻
酔
薬
の
薬
理
学
「
局
所

麻
酔
の
た
め
の
解
剖
学
」「
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
」「
医
療
面

接
」「
局
所
麻
酔
法
」「
歯
科

局
所
麻
酔
時
の
局
所
合
併
症

表１ 歯科治療の中断理由
人数 割合(%)

症状が良くなった 104 46.2
仕事・学業で忙しかった 69 30.7
金銭的に余裕がなかった 33 14.7
転居した 28 12.4
歯科医院に不信感があっ
た 26 11.6

距離・診療時間帯が負担 22 9.8
治療が怖い 15 6.7
大きな病気 10 4.4
担当の歯科医・スタッフ
が辞めた 6 2.7

育児・介護で忙しかった 6 2.7
その他 9 4.0
出典：「大規模多施設間での歯科治療・メン
テナンス中断の原因および患者背景の質的
・定量的解析」（日本学術振興会科学研究費
助成事業／ 2017年5月22日）より

図２  保険でより良い歯科医療を実現する”4ステップ”
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と
対
応
」「
歯
科
治
療
中
の
全

身
的
偶
発
症
と
対
応
」。
実
習

で
は
、「
浸
潤
麻
酔
」「
バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
・
生
体
情
報
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
」「
急
変
時
の
対

応
」「
シ
ナ
リ
オ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
血
管
迷
走
神
経
反

射
・
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
・

過
換
気
症
候
群
）」
で
す
。
こ

れ
ら
は
非
常
に
広
範
囲
に
わ

た
る
充
実
し
た
内
容
と
い
え

ま
す
。
換
言
す
る
と
、
歯
科

衛
生
士
が
局
所
浸
潤
麻
酔
行

為
の
た
め
に
学
習
す
る
ボ
リ

ュ
ー
ム
は
、
な
か
な
か
の
量

だ
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し

た
。歯

科
衛
生
士
の
診
療
補
助

と
し
て
対
応
可
能
な
行
為
が

増
え
る
こ
と
は
、
歯
科
医
業

面
や
歯
科
衛
生
士
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
前
述
し
た
「
日

本
歯
科
麻
酔
学
会
認
定
歯
科

衛
生
士
」、
あ
る
い
は
「
臨
床

歯
科
麻
酔
認
定
歯
科
衛
生

士
」
を
取
得
す
る
の
は
、
患

者
、
歯
科
医
院
、
指
示
し
た

歯
科
医
師
、
さ
ら
に
歯
科
衛

生
士
自
身
に
と
っ
て
安
全
に

浸
潤
麻
酔
を
行
う
こ
と
の
担

保
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
得

な
け
れ
ば
Ｓ
Ｒ
Ｐ
時
に
歯
科

衛
生
士
の
局
所
浸
潤
麻
酔
が

で
き
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
万
一
何
ら
か
の

事
故
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
当
該
歯
科
衛
生
士
な
ら

び
に
指
示
・
監
督
し
た
歯
科

医
師
に
責
任
が
生
じ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史

と
呼
ば
れ
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
の
局
所
浸
潤

麻
酔
行
為
は
、
過
去
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
や
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
の
解
釈

は
、
診
療
補
助
の
範
囲
内
で

あ
り
、
歯
科
医
師
の
監
督
・

指
示
の
も
と
で
行
う
こ
と
は

可
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
範
囲
と
し
て
厚
労
省

は
、「
歯
肉
縁
上
お
よ
び
歯
肉

縁
下
の
歯
石
除
去
（
Ｓ
Ｒ
Ｐ
）

時
の
疼
痛
除
去
を
目
的
と
す

る
場
合
と
し
て
は
ど
う
か
」

と
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
の

理
由
と
し
て
、「
骨
に
作
用
さ

せ
る
必
要
は
な
い
」「
歯
髄
に

作
用
さ
せ
る
必
要
は
な
い
」

「
１
・
８
ml
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

１
本
以
内
の
傍
骨
膜
注
射
で

対
応
可
能
」
と
し
て
い
ま
す
。

科
麻
酔
認
定
歯
科
衛
生
士
」
が

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

 出典：中央社会保険医療協議会総会（2023年7月12日）より

図 1  う蝕の有病率（年齢階級別）
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機
関
紙
４
月
号
に
つ
い
て
、
通
信

員
50
名
の
便
り
の
中
か
ら
抜
粋
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
150150150150

協
会
活
動
日
誌
２
０
２
５
年
４
月

  1 火 第 1 回広報・ホームページ部会
  2 水 第 1 回経営管理部会
  3 木 第 3 回 ｢保険で良い歯科医療を」全国連
　　  絡会世話人会
  4 金 第 1 回総務会議、第 1回三役会議
  7 月 診療報酬改善要望小委員会
  8 火 第 1 回共済部会
  9 水 第 1 回医事相談部会
10 木 第 1 回（暫定）理事会
11 金 第 1 回財政部会、東京反核医師の会世話人会

14 月 第 1 回地域医療部会
15 火 医科歯科連携ナビゲーション編集会議
16 水 国会要請行動
17 木 会員無料相談デー、休保審査会（医科）
24 木 第 2 回財政部会、第 1回施設基準のため
　　  の講習会（口管強追加研修）、国会内集会
25 金 第 2 回（暫定）理事会
26 土 休保審査会（全国）
30 水 第 1 回組織部会

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト制

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

◆
新
年
度
を
迎
え
、
転
職
や

進
学
な
ど
に
伴
い
、
資
格
情

報
が
変
更
に
な
っ
た
患
者
さ

ん
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
保
険
証
な
ど
の
窓
口
対

応
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

・
だ
ん
だ
ん
マ
イ
ナ
保
険
証

は
増
え
て
き
て
い
る
。（
他

２
）

・
マ
イ
ナ
保
険
証
読
み
取
り

に
エ
ラ
ー
が
出
て
、
結
局

は
保
険
証
で
確
認
し
て
い

る
の
で
、
今
後
は
保
険
証

の
有
効
期
限
切
れ
で
そ
れ

も
で
き
な
く
な
る
。
空
恐

ろ
し
い
。

・
新
し
い
保
険
者
番
号
が
出

な
い
場
合
、
更
新
で
き
な

い
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。

・
受
付
も
マ
イ
ナ
保
険
証
に

慣
れ
て
き
て
何
と
か
対
応

で
き
て
い
ま
す
が
、
時
折

エ
ラ
ー
が
出
る
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
り
、
レ
セ
コ
ン
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
改
善
し

て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
に
表
示
さ

れ
た
記
号
番
号
と
、
患
者

さ
ん
が
提
示
し
た
紙
の
記

号
番
号
が
違
い
、
受
付
が

混
乱
す
る
こ
と
が
度
々
あ

る
。

・
顔
認
証
機
能
が
作
動
し
な

い
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

・
転
職
に
伴
う
資
格
情
報
変

更
に
関
す
る
実
務
的
な
流

れ
が
マ
イ
ナ
保
険
証
に
な

っ
て
か
ら
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。
健
保
組
合
に
問
い

合
わ
せ
て
、
初
め
て
理
解

で
き
ま
し
た
。

・
手
続
き
が
、
間
に
合
わ
な

い
方
が
数
人
い
ま
し
た
。

◆
第
１
回

（暫
定
）
理
事
会
◆

４
月
10
日
㈭
、
午
後
７
時
00
分

〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副
会
長

５
名
、
理
事
15
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
14
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　

①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
が
２
０
２

５
年
度
に
本
格
化
（
２
千
780
万

件
の
見
込
み
）
す
る
こ
と
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
期
限
切

れ
が
多
発
し
医
療
機
関
の
窓
口

で
は
混
乱
す
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
、
②
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
を
３
月
３
日
ま
で
に
届

出
し
て
い
る
医
療
機
関
は
「
令

和
６
年
度
賃
金
改
善
実
績
報
告

書
」
と
「
令
和
７
年
度
賃
金
改

善
計
画
書
」
の
２
種
類
を
厚
生

局
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
③
高
額
療
養
費
負
担
上
限

額
の
見
直
し
が
凍
結
さ
れ
た

が
、
秋
ま
で
に
改
め
て
方
針
を

検
討
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
白
紙

撤
回
に
向
け
た
運
動
が
重
要
―

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　
「
会
員
の
意
識
と
実
態
調

査
」
の
ま
と
め
（
案
）
を
確

認
。「
知
っ
て
ト
ク
す
る
！
医

療
・
介
護
・
税
金
の
負
担
軽
減

策
」
を
定
期
総
会
の
議
案
書
と

一
緒
に
会
員
に
送
付
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
「
２
０

２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
た
保
団
連
要
求
」
の
検
討
結

果
を
確
認
。

【
庶
務
等
報
告
お
よ
び
提
案
】　

保
団
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
・

理
事
長
懇
談
会
が
４
月
６
日
に

開
催
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
を
確

認
。

【
第
53
回
定
期
総
会
に
つ
い
て
】　

　
議
案
、
議
案
書
の
送
付
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】
５
月
１
日

号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】
４
月
１
日
付

け
会
員
数
６
千
42
名
（
入
会
23

名
、
退
会
12
名
）。

2025年度
第１回（暫定）
理事会

・
面
倒
な
だ
け
。
特
に
、
子

ど
も
の
医
療
証
な
ど
。

・
紙
レ
セ
プ
ト
な
の
で
、
今

ま
で
通
り
で
す
。
保
険
証

が
資
格
証
明

書
に
変
わ
っ

た
程
度
で

す
。

・
特
に
、
変
化

な
し
で
す
。

保
険
証
の
な

い
人
で
、
預

り
金
を
も
ら

う
人
は
増
え

て
い
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
保
険

証
の
危
険
性

を
理
解
し
な

い
で
、
半
強
制
的
に
作
ら

さ
れ
た
人
た
ち
が
、
非
常

に
多
い
。

◆
６
月
22
日
に
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

都
政
に
何
を
望
み
ま
す
か
。

・
歯
科
の
現
状
、
医
療
現
場

の
現
状
を
良
く
知
り
、
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
歯
科
医
療
が
安
定
的
に
供

給
さ
れ
る
取
り
組
み
、
災

害
時
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
。

・
経
済
の
発
展
。

・
今
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
物

価
高
騰
対
策
。

・
物
価
高
騰
を
国
と
連
携
し

て
、
ど
の
よ
う
に
抑
え
て

い
く
か
で
す
ね
。

・
よ
く
都
議
と
話
す
機
会
が

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
助

成
金
な
ど
で
す
。

ベア評価料
改善計画書・実績報告書
提出期限示される

２
０
２
５
年
３
月
３
日
ま
で

に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届

出
を
行
っ
た
医
療
機
関
は
、

「
賃
金
改
善
計
画
書
」
を
６
月

30
日
ま
で
、「
賃
金
改
善
実
績

報
告
書
」
を
８
月
31
日
ま
で
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
、
こ
の
ほ
ど
厚
生
労
働
省

か
ら
示
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、「
賃
金
改
善
計

画
書
」「
賃
金
改
善
実
績
報
告

書
」
の
作
成
と
提
出
方
法
に
つ

い
て
解
説
す
る
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ

を
読
み
取
り
、
厚
生
労
働
省
の

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
等
に

つ
い
て
」
を
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
。

◆
「
賃
金
改
善
計
画
書
」
の

　
作
成
と
提
出

（
１
）
24
年
度
分
（
賃
金
改
善

開
始
〜
25
年
３
月
ま
で
）
の

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
収

入
」
と
「
賃
金
改
善
措
置
に
よ

る
賃
金
増
加
分
」
を
確
認
す

る
。

①
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
収
入

（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
算
定

金
額
）
の
集
計

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
算

定
を
開
始
し
て
か
ら
25
年
３
月

ま
で
の
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
収
入
の
金
額
を
集
計
す
る
。

②
賃
金
改
善
措
置
に
よ
る
賃
金

増
加
分
（
賃
金
改
善
実
績
額
）

の
計
算

賃
金
改
善
を
し
た
こ
と
に
よ

る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
対
象

職
員
の
賃
金
増
加
分
（
全
員
の

合
計
額
）
を
計
算
す
る
。

③
前
記
①
の
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
収
入
」
と
②
の
「
賃
金

改
善
措
置
に
よ
る
賃
金
増
加

分
」
の
差
額
を
計
算

差
額
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
、
24
年
度
の
賃

金
改
善
計
画
に
お
け
る
対
象
職

員
へ
の
ベ
ア
等
の
金
額
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
収
入

分
」
に
余
り
が
出
て
い
る
場
合

に
は
、
余
り
分
は
25
年
度
に
繰

り
越
し
て
、
25
年
度
の
賃
金
改

善
分
に
用
い
る
必
要
が
あ

る
。
25
年
度
の
賃
金
改
善
計
画

に
お
い
て
、
繰
り
越
し
分
プ
ラ

ス
25
年
度
の
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
算
定
金
額
見
込
み
」
に

よ
り
、
ベ
ア
な
ど
の
金
額
（
対

象
職
員
の
基
本
給
な
ど
に
か
か

る
１
カ
月
の
賃
金
改
善
見
込
み

額
）
を
再
度
調
整
す
る
。

（
２
）
６
月
30
日
ま
で
に
25
年

度
分
の
「
賃
金
改
善
計
画
書
」

を
届
け
出
る
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
届

け
出
て
い
る
医
療
機
関
は
、

「
賃
金
改
善
計
画
書
」
を
毎
年

４
月
に
作
成
し
て
、
６
月
30
日

ま
で
に
、
地
方
厚
生
（
支
）
局

に
届
け
出
る
必
要
が
あ
る
。

「
賃
金
改
善
計
画
書
」
は
、

届
出
様
式
の
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ

ル
に
含
ま
れ
て
い
る
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料（
Ⅰ
）

の
み
を
届
出
し
て
い
る
医
療
機

関
は
評
価
料
Ⅰ
専
用
届
出
様
式

を
用
い
る
。

（
３
）
８
月
31
日
ま
で
に
24
年

度
分
の
賃
金
改
善
実
績
報
告
書

を
届
け
る
。

前
年
度
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
を
届
け
出
て
い
る
医
療
機

関
は
、
前
年
度
分
の
「
賃
金
改

善
実
績
報
告
書
」
を
作
成
し
、

８
月
31
日
ま
で
に
、
地
方
厚
生

（
支
）
局
に
届
け
出
る
必
要
が

あ
る
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
特
設

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
報
告
書
専
用
様
式
」
の
エ
ク

セ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
用
い
て
、
賃

金
改
善
実
績
報
告
書
を
作
成
す

る
。

ＡＩとは何か②
歯科医療界での活用

Ａ
Ｉ
は
こ
こ
数
年
間
で
大
き

く
進
化
・
進
歩
し
、
歯
科
医
療

分
野
で
も
活
用
が
進
ん
で
い
ま

す
。
今
回
は
Ａ
Ｉ
と
歯
科
の
具

体
的
な
関
わ
り
を
解
説
し
ま

す
。

◆
歯
科
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
Ａ
Ｉ

歯
科
関
連
で
も
Ａ
Ｉ
は
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
例

と
し
て
は
、
セ
レ
ッ
ク
な
ど
の

歯
科
用
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ

ス
テ
ム
で
す
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
と
は
、C

o
m
p
u
te
r 

A
Id
e
d
 D
e
s
ig
n
/

C
o
m
p
u
te
r A

Id
e
d 

M
anufacturing

の
略

称
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制

御
さ
れ
た
工
作
機
械
で
す

が
、
口
腔
内
を
ス
キ
ャ
ン
し
て

修
復
物
を
作
る
過
程
で
、
設
計

な
ど
の
手
順
の
中
で
Ａ
Ｉ
が
手

助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。

◆
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
矯
正
と
Ａ
Ｉ

ま
た
、
イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン
な

ど
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
矯
正
の
シ

ス
テ
ム
で
も
同
様
で
す
。
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
矯
正
の
シ
ス
テ
ム
で

は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
で
矯
正
が

可
能
か
ど
う
か
の
診
断
か

ら
、
診
療
計
画
の
立
案
、
矯
正

治
療
を
進
め
る
各
ス
テ
ッ
プ
の

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
設
計
、
矯
正

の
進
行
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
、
全
般
に
わ
た
っ
て

Ａ
Ｉ
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
各
工
程
が
確
認
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
、
患
者
に
も
歯
科

医
師
に
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た

こ
と
が
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
矯
正

が
普
及
し
た
一
因
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

◆
自
分
で
利
用
す
る
Ａ
Ｉ

こ
の
よ
う
に
歯
科
で
も
Ａ
Ｉ

は
利
用
さ
れ
て
い
て
、
前
回
ご

紹
介
し
た
読
影
で
も
歯
科
用
の

診
断
シ
ス
テ
ム
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
確
か
に
こ
れ
は
Ａ
Ｉ
の

利
用
で
は
あ
り
ま
す
が
、
特
定

の
シ
ス
テ
ム
内
で
固
定
し
た
用

途
で
使
う
も
の
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ

で
あ
る
と
い
う
実
感
が
湧
き
づ

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
回
は
、
皆
さ
ま
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を

使
っ
た
身
近
な
活
用
法
を
お
伝

え
し
ま
す
。

届出 ベースアップ評価料を算定できる期間

２０２５年
４月 ６月 ８月

２０２４年度分
評価料収入と

賃金増加分の確認

STEP
１

２０２５年度分
賃金改善計画書

STEP
２

２０２４年度分
賃金改善実績報告書

STEP
３

※ベースアップ評価料は２０２５年４月以降も引き続き算定することができます

厚生労働省
ホームページ
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低迷する日本のジェンダーギャップ解消へ低迷する日本のジェンダーギャップ解消へ
 「根本的に転換できる」「根本的に転換できる」

（前編）（前編）
山下 泰子文京学院大学

名誉教授・法学博士

―
ご
自
身
の
生
い
立
ち
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に

関
心
を
も
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

１
９
４
５
年
に
国
民
学
校
に
入
学
し
、
終
戦

を
迎
え
た
８
月
15
日
を
境
に
教
科
書
を
墨
塗
り

し
て
使
う
よ
う
に
な
り
、
小
学
生
な
が
ら
に
価

値
観
の
転
換
を
体
感
し
ま
し
た
。
１
９
４
７
年

に
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
基
本
的
人
権
や

男
女
平
等
に
つ
い
て
し
っ
か
り
学
び
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業
し

て
も
、
４
年
制
大
卒
の
女
性
の
就
職
は
厳
し

く
、
よ
う
や
く
採
用
さ
れ
た
貿
易
会
社
も
、
社

員
教
育
か
ら
男
女
差
別
が
あ
り
ま
し
た
。
毎

日
、
お
茶
く
み
と
社
長
の
お
昼
の
お
運
び
に
明

け
暮
れ
て
、
1
年
で
退
職
。
大
学
院
に
戻
っ
て

国
際
人
権
法
を
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
社
会
の
変
遷
や
ご
自
身
の
原
体
験
が
今
の
活

動
に
通
じ
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
の
後
は
ど
の

よ
う
な
歩
み
を
。

１
９
７
９
年
に
国
連
で
女
性
差
別
撤
廃
条
約

が
採
択
さ
れ
た
の
を
機
に
、条
約
に
関
す
る
研

究
を
始
め
ま
し
た
。１
９
８
５
年
５
月
、国
会

で
女
性
差
別
撤
廃
条
約
批
准
案
件
の
審
議
中

に
、国
際
法
学
会
で
「
女
子
性
差
別
撤
廃
条
約

に
お
け
る
男
女
平
等
」
を
報
告
。
同
年
７
月
、

ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
世

界
女
性
会
議
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、

圧
倒
的
な
女
性
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
接
し
、

「
女
性
の
力
が
社
会
を
変
え
る
」と
確
信
し
た

こ
と
か
ら
、女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
研
究
テ
ー

マ
に
決
め
ま
し
た
。振
り
返
る
と
、人
生
の
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
社
会
的
な
矛
盾
を
感
じ

た
こ
と
が
、私
を
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
研
究

に
向
か
わ
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
改
め
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、「
生
物
学
的
な
性
・
セ

ッ
ク
ス
（
ｓ
ｅ
ｘ
）」
に
対
す
る
、「
社
会
的
・

文
化
的
に
構
築
さ
れ
た
性
別
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ

ｒ
）」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
概

念
は
、
日
常
生
活
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
考
え

方
や
振
る
舞
い
方
の
中
に
潜
む
性
差
別
＝
男
性

優
位
の
考
え
方
を
形
成
し
、
家
父
長
制
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
は
人
間
が
生
み
出
し
た
も
の
な
の

で
、
根
本
的
に
転
換
で
き
る
は
ず
で
す
。
国
際

社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た
取

り
組
み
の
加
速
に
反
し
て
、
日
本
は
取
り
残
さ

れ
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「G
lobal 

G
ender G

ap R
eport

」
２
０
２
４

年
版
で
、
世
界
146
カ
国
中
118
位
と
低
迷
し
て
い

ま
す
。

―
日
本
の
課
題
は
ど
こ
に
。

２
０
２
４
年
10
月
、
日
本
に
お
け
る
女
性
差

別
撤
廃
条
約
の
実
施
状
況
の
審
議
が
、
国
連
女

性
差
別
撤
廃
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
、
於
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
60

項
目
の
「
総
括
所
見
」
が
日
本
政
府
に
示
さ
れ

ま
し
た
。
総
括
所
見
に
は
、
２
年
以
内
に
勧
告

を
実
施
す
る
た
め
の
措
置
を
取
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｗ
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
が
４
つ

あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
。夫

婦
の
姓
に
つ
い
て
は
、総
括
所
見
で
民
法
の
改

正
を
要
請
さ
れ
る
の
が
今
回
で
４
回
目
で
す
。

１
９
９
６
年
に
は
、
法
制
審
議
会
の
改
正
要
綱

ま
で
で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
で
も
29
年

が
経
過
し
て
お
り
、
対
応
が
遅
す
ぎ
ま
す
。
約

95
％
も
の
女
性
が
旧
姓
を
失
っ
て
困
難
に
直
面

し
て
い
る
事
実
に
向
き
合
う
べ
き
で
す
。

２
つ
目
は
、
暫
定
的
特
別
措
置
と
し
て
女
性

の
立
候
補
時
の
供
託
金
の
減
額
。
ず
ば
り
「
女

性
が
国
会
議
員
に
立
候
補
す
る
た
め
に
必
要
な

300
万
円
の
供
託
金
を
減
額
す
る
こ
と
」
を
勧
告

し
て
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
緊
急
避
妊
を
含
む
安
価
で
近
代

的
避
妊
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
。
16
、
17
歳
の
少
女

が
避
妊
薬
を
入
手
す
る
た
め
に
親
の
同
意
を
得

る
と
い
う
要
件
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
含
め
、
す

べ
て
の
女
性
と
少
女
に
、
緊
急
避
妊
薬
を
含
む

安
価
な
近
代
的
避
妊
法
へ
の
適
切
な
ア
ク
セ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
ま
す
。
中
絶

戦時中の教科書―
終戦とともに価値観の変化が訪れた

２０２４年10月、ジュネーブで行われた国
連女性差別撤廃委員会を傍聴した日本女
性差別撤廃条約NGOネットワークの一
団（写真提供：JNNC）

の
方
法
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

４
つ
目
は
、
妊
娠
中
絶
に
お
け
る
配
偶
者
の

同
意
要
件
の
削
除
。
世
界
203
カ
国
・
地
域
の
う

ち
、
配
偶
者
の
同
意
が
法
的
要
件
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
日
本
ほ
か
11
カ
国
の
み
、
Ｇ
７
で
は

日
本
の
み
で
す
。
国
際
基
準
か
ら
遅
れ
て
い
る

日
本
の
状
況
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
関
す
る
運
動
の
展

開
を
。

こ
れ
ま
で
に
「
女
性
の
権
利
を
国
際
基
準

に
」
と
い
う
点
を
念
頭
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
を
３
つ

設
立
し
ま
し
た
。
ま
ず
１
９
９
７
年
設
立
の

「
国
際
女
性
の
地
位
協
会
」。
条
約
の
研
究
・

普
及
を
目
指
し
て
条
文
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

（
法
律
文
書
に
対
す
る
注
釈
書
）
２
冊
と
そ
の

英
訳
他
、
研
究
成
果
の
出
版
、
年
報
の
発
行
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
国
際
的

な
動
向
を
周
知
す
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し

た
。
２
つ
目
は
２
０
０
２
年
に
結
成
し
た
「
日

本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
、
日
本
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
審
議
が

あ
る
時
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
傍
聴
に
行
き
、
そ
の
結
果
の
総
括
所
見
を
政

府
が
実
行
し
て
い
る
か
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
、
評
価

表
を
作
成
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
提
出
す
る
な

ど
、
差
別
を
受
け
て
い
る
女
性
と
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ

を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
目
は

２
０
１
９
年
結
成
の
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
実

現
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
、「
選
択
議
定
書
の
批

准
」
を
シ
ン
グ
ル
イ
シ
ュ
ー
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
が
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
て
か
ら

40
年
経
過
し
ま
す
が
、
条
約
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
の
「
選
択
議
定
書
」
は
批
准
し
て
い
ま

せ
ん
。
批
准
に
よ
り
「
個
人
通
報
制
度
」「
調

査
制
度
」
が
有
効
に
な
り
ま
す
。
条
約
上
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
て
、
最
高
裁
ま
で
行
っ
て
も
救

済
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
個
人
通
報
制
度
を
利

用
し
て
、
直
接
、
個
人
が
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
申
し

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
裁
判
所
で
は
な
い
の
で
、

出
さ
れ
る
「
見
解
」（
勧
告
）
に
法
的
拘
束
力

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
国
政
府
に
よ
っ
て
65
％

ほ
ど
は
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
日
本
が
長
ら
く
選
択
議
定
書
に
批
准
し
な
い

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

最
大
の
要
因
は
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ウ
ィ
ル

（
政
治
的
意
思
）
が
な
い
こ
と
で
す
。
２
０
２

４
年
10
月
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
で
の
日
本
報
告
審
議

の
際
、
選
択
議
定
書
の
批
准
に
つ
い
て
、
日
本

政
府
の
対
応
状
況
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
見
通

し
）
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
外
務
省
の
担
当
者

は
、「
23
回
に
わ
た
り
、
個
人
通
報
制
度
関
係

省
庁
研
究
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国

に
お
け
る
個
人
通
報
制
度
の
導
入
前
の
準
備
や

準
備
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
中
略
）
引
き
続
き
政
府
と
し
て

各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
早

期
締
結
に
つ
い
て
真
剣
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
」
と

回
答
し
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
の
国
会
答
弁
と
ま
っ
た

く
変
わ
ら
ず
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
席

か
ら
失
笑
が
漏
れ
ま
し

た
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
０
年
の

事
前
質
問
事
項
で
聞
か
れ

て
い
る
の
に
、
４
年
経
っ

て
も
進
展
が
な
く
、
真
剣

に
検
討
し
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

（
後
編
へ
続
く
）

　「戦後民主主義教育の洗礼を受けた」―。戦中・戦後と歴史的
な社会の変化とともに幼少期を過ごす中で、自らの人権意識が醸
成されたと語る文京学院大学・山下泰子名誉教授（86歳）。社会
に出た時の経験をきっかけに、ジェンダー法の道を歩むようになり、現
在も女性差別撤廃条約の選択議定書批准を目指し、精力的に活
動する。２回にわたり、日本のジェンダー問題や課題解決に向けた
取り組みについて聞いた。聞き手は、協会の早坂美都副会長。

やました・やすこ／東京都生ま

れ。法学博士、文京学院大学

名誉教授、ジェンダー法学会元

理事長。国際女性の地位協会

名誉会長、日本ネパール女性

教育協会理事長、男女共同参

画社会づくり功労者内閣総理

大臣表彰（2015）、外務大臣表

彰（2017）。

PROFILE

歯
科
技
工
士
が
い
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
先
生

方
が
補
綴
物
（
イ
ン
レ
ー
、
ク

ラ
ウ
ン
、
義
歯
な
ど
）
を
製
作

し
ま
す
か
？
で
き
ま
す
か
？

２
０
２
４
年
度
の
歯
科
技
工

士
の
国
試
合
格
者
は
684
人
で
あ

る
。
06
年
度
は
１
千
991
人
だ
っ

た
の
で
、
06
〜
24
年
度
ま
で
の

18
年
間
で
約
１
千
300
人
も
減
少

し
て
い
る
の
だ
。
歯
科
技
工
士

養
成
校
も
06
年
の
63
校
か
ら
22

年
の
52
校
へ
と
減
少
し
て
い

る
。一

方
、
就
業
歯
科
技
工
士
数

は
、
06
年
の
３
万
６
千
147
人

が
、
若
手
の
離
職
な
ど
が
あ
り

22
年
の
３
万
２
千
942
人
へ
と
３

千
205
人
減
少
し
て
い
る
。
就
業

者
の
約
５
割
は
、
50
歳
以
上
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
、
保
険
の
義
歯
を

受
注
し
な
い
歯
科
技
工
所
が
あ

る
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
協
会
が
23
年
度
に
実
施
し

た
「
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
、
33
・
８
％
が
「
不

採
算
」
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
以
上
、
歯
科
技
工
士
が

減
少
す
れ
ば
、
義
歯
に
限
ら
ず

そ
の
他
の
保
険
の
補
綴
物
の
受

注
先
が
見
つ
か
ら
な
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
補
綴
の
請

求
が
減
っ
て
喜
ぶ
の
は
、
医
療

費
抑
制
を
狙
う
厚
生
労
働
省
と

財
務
省
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
製
作
に
限
ら

れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
口
腔
内
ス
キ
ャ

ナ
ー
）
に
よ
る
光
学
印
象
採
得

を
保
険
収
載
し
た
こ
と
を
、
歯

科
技
工
士
不
足
の
解
消
策
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。

確
か
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
人

や
器
具
機
材
に
よ
る
精
度
へ
の

影
響
が
少
な
く
、
時
間
や
材
料

の
節
約
に
も
な
る
。
都
内
で
新

規
開
業
す
る
歯
科
診
療
所
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
を
か
な
り
導
入
し
て
い
る
。

一
方
、
患
者
・
国
民
は
ど
う

だ
ろ
う
。
健
康
保
険
料
を
払
っ

て
い
る
の
は
、
保
険
で
の
診
療

を
受
け
る
た
め
で
あ
る
。
例
え

ば
、「
歯
科
技
工
士
が
少
な
く

て
、
保
険
の
入
れ
歯
は
、
す
ぐ

に
作
っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
言

っ
て
信
じ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
。
そ
の
時
、
歯
科
医
師
を
ど

の
よ
う
な
目
で
見
る
か
。

し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
患
者

・
国
民
は
、
こ
の
現
状
を
知
ら

な
い
し
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
も
社

会
問
題
と
し
て
報
道
し
な
い
。

こ
の
歯
科
技
工
士
問
題
の
解

決
に
は
、
歯
科
医
療
費
の
総
枠

拡
大
を
求
め
る
こ
と
と
も
に
、

現
実
問
題
と
し
て
突
き
付
け
ら

れ
て
い
る
歯
科
技
工
士
の
離
職

を
防
止
す
る
運
動
を
同
時
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

今
、
協
会
は
「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」
署

名
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
患

者
・
国
民
に
現
状
を
知
っ
て
も

ら
い
、
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し

て
、
補
綴
物
を
依
頼
し
て
い
る

歯
科
技
工
士
と
本
音
で
話
し
合

っ
て
ほ
し
い
。

森元  主税
（理事／北区）

２０ＸＸ年
歯科技工士がいなくなったら…

（８）第６６２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）５月１日 （第三種郵便物認可）
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